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日本天文学会 天文教育委員会
www.asj.or.jp

委員会一覧

天文教育委員の主な仕事
• 講師紹介・監修者紹介
• 天文教育フォーラム（日本天文教育普及研究会と）
• 「夏学」（男女共同参画委員と）



女子中高生夏の学校（夏学）natsugaku.jp

l 2005年、日本物理学会（鳥養映子 氏@山梨大）が呼びかけ、男女共同参画
学協会連絡会を中心に理工農系の研究者等が、埼玉県の国立女性教育会館に
て「女子高校生夏の学校~科学・技術者のたまごたちへ~」合宿研修を行う

l その後、国立女性教育会館(NWEC)にて毎年夏に合宿形式で開催（ NPO法
人女子中高生理工系キャリアパスプロジェクト（GSTEM-CPP）主催）

l 中３、高１～３、高専生 約100名が参加
l 理系選択でなくても参加可
l 保護者・教員も参加可
l 内容は、講演会、実験、ポスター展示・キャリア相談、等



関西では・・・www.kansai-kj.org

l 2006年、前年の「女子高校生夏の学校」を受けて「女子高校生春の学校
ジュニア科学塾in関西」が発足（日本物理学会 田島節子 氏@大阪大 らが発
起人）

l 神戸大、大阪大、奈良女子大、京都大、大阪府立大 が持ち回りで開催
（第３回より「女子中高生のための関西科学塾」と名称変更）

l 「一般社団法人関西科学塾コンソーシアム」主催、１年に複数回、大学での
実験やロールモデルとの懇談会を実施

l 日本天文学会からは、男女共同参画委員会が国立天文台グッズを寄付



夏学における日本天文学会の貢献

l 2005年 日本天文学会 男女共同参画委員会が学会WGとして発足
夏学初年度から、男女共同参画委員会が日本天文学会として参加

l 2006年 黒田武彦 氏、望月優子 氏、富田晃彦 氏がポスターセッション・
キャリア相談に参加（その後、毎年参加）

l 2009年（世界天文年） 日本天文学会が全体企画・望遠鏡工作を開催
※全体企画「女性研究者・技術者の職場探訪」
※実験・実習「天体望遠鏡を作っちゃおう！」

l 2010～14年 田代信 氏、大朝由美子氏（埼玉大）が学生・卒業達と観望
会を実施、ポスターセッションにも参加 （2015～17年 大朝氏）
※男女共同参画委員会＋天文教育委員会の原型ができる

l 2018年～ 男女共同参画委員＋天文教育委員がポスターセッション・キャ
リア相談に参加（現在に至る）

男女共同参画委員会の活動 → 天文教育委員会と共同
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2009年8月 女子中高生夏の学校 1

インタビュー

スライド提供：望月優子氏

2009年
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2009年8月 女子中高生夏の学校 2

全員、埼玉大学 田代研究室

スライド提供：望月優子氏



天文学会 田代先生（埼玉大）大人気
夏学2009では８名もの生徒から
「メンターのお願い」 質・量ともに貢献大！

生徒のメンター役
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スライド提供：望月優子氏



埼玉大学による観望会

写真提供：大朝由美子氏



夏学は学生にとって貴重な体験の場

l ２年目にTAになった大学院生も
l 参加した学生の大半が教員・科学館職員に
l 「埼玉に来てから夏の風物詩の一つになっていました」（大朝氏）
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l 男女共同参画委員会＋天文教育委員会合同で、
「ポスター展示・キャリア相談」に日本天文学
会ブースを出展

l 2019年はその後の「GATE WAY」にも参加し、
中高生と懇談

2019年
スケジュール

2019年
GATE WAYでの
懇談の様子



日本天文学会ブース＠ポスター展示・キャリア相談

4次元デジタル宇宙
ビューワーMitakaの
上映
4d2u.nao.ac.jp埼玉大作成のポスターを大学院生が改訂（2019年）

l 学会員２名（男女共同＋教育委員各１名）＋学生スタッフ２名
l 国立天文台定例観望会学生スタッフに募集をかける（ジェンダーを問わず）
l 学生にとっては、自分の研究（生活）の話をするトレーニングの場

（スタッフにとっては、元気な学生を知る場）
l 参加者も自分と年齢の近い学生に話しかけやすい（はず）
ブースでの「出し物」



日本天文学会ブースの様子（2018、2019年）

l 参加者は複数のブースを巡りながらも、
長時間滞在する人が多い

l 研究者になること・研究することのイ
メージを持っていない参加者が多いの
で、日常の話をすれば良い →「ロール
モデル」との対話の場



2021～22年オンライン開催（2020年は中止）
l zoom開催（ポスター＋キャリア相談ではブレイクアウトルームを使用）
l 各団体の準備

zoomでの事前打ち合わせ
スライド作成（自己紹介、女子中高生へのメッセージ）
45秒の動画作成 ※スライドと動画は、事前に参加者に（のみ）公開



2021～22年オンライン開催（2020年は中止）



ブレイクアウトルームでの懇談

Ø じっくり懇談できず不完全燃焼だったが、コロナ禍で一定の成果はあった?!
Ø 天文学会ルームは結構人気だった（と思う）
主催者情報：
Ø 中高生はzoomに入室する媒体（iPhone、GALAXY、親のパソコンなど）
がまちまちで、事前にzoomを使えるようにしてもらうのが一苦労

l 少人数での懇談（15~20分）×
４

l その後、参加者が一番興味を
持った団体のブレイクアウト
ルームに入室して30分懇談会

l 2021年はトラブル発生（全員
はブレイクアウトルームに移動
できない）→2022年は解決



日本天文学会＠夏学まとめ
l 夏学（＆男女共同参画委員会）発足当初の2005年より、ポスターセッショ
ン・キャリア相談に参加

l 2010年～2017年埼玉大の貢献により観望会を実施
l 参加した学生（ジェンダーを問わず）にとっては、天文学や自分の研究を中
高生に説明できる良い機会、中高生にとっては自分の年齢に近いロールモデ
ルと直接話せる良い機会（双方にメリットあり）

l 男女共同参画委員会と天文教育委員会が協力して、日本天文学会の対外的活
動を行う予定事例

日本天文学会ブース 学生スタッフ（敬称略、参加当時の学年）：
2018年 三浦飛未来（明星大 B4）・森万由子（東大 M1）
2019年 鹿熊亮太*（東大 M2）・竹村英晃*（総研大 M2）
2021年 越坂紫織（総研大 M1）・森野隆盛*（東京理科大 B3）
2022年 星野遥（東大 D3）・森井嘉穂 （東大 D1）
*男性


